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植樹祭の当日は、「育てよう　未来の森を　いろどる木」の大会のテーマのもと、多くの方々に参加いただきました。
式典の中で、大会テーマの表彰を行い、三岳小学校のみどりの少年団による、緑を守り育てる元気な宣言がありまし

た。その後､同少年団と木曽猟友会の方々により36羽のキジが放鳥され､元気に大空に羽ばたきました｡
また、協賛団体から寄贈していただいた桜の苗木を、今回の植樹祭の記念木として広く植えていただくこととし、木

曽管内の６町村と、来年の県植樹祭の開催予定地の北信管内の市町村を代表して栄村へ贈呈が行われました。
アトラクションでは、｢大桑アルプホルンクラブ｣による歓迎演奏に始まり､「御嶽響太鼓」、「木曽踊り保存会」及び

「木曽木遣り筏衆」の皆さんによる太鼓や踊りなどを披露していただきました｡
さらに昼食時には､地元木曽町三岳出身のＩＧＵＡ（イグア）さんによる歌とトークを行っていただきました。
中京圏の上流域に位置し、森林が93％を占め、国有林の割合が６割と高い特徴を持つ木曽地域では、これまでも民国

連携の森林づくりを積極的に推進するとともに、上流域の木曽地域と下流域の中京圏の交流が盛んに行われてきました。
当日は、県内からの参加者に加えて、中京圏から多くの皆さんの参加をいただき、国有林にカラマツ5,600本を植樹し

ていただきました。
本年は、植樹活動の中で、天皇陛下の御即位を記念する植樹を行いました。
これからも県民参加による森林づくりを一層進めるために、地域住民、森林づくりを支援する企業・団体の皆様のご

参加・ご協力のもとで、森林づくり活動を行い、緑豊かな住みよい郷土づくりを推進していきます。
来年は、下水内郡栄村で開催予定です。

　◇大会テーマ　「育てよう　未来の森を　いろどる木」（木曽町立福島小学校　小
お の
野空

くうと
斗さんの作品）

　　開催日・場所　●令和元年６月８日(土)
　　　　　　　　　●木曽郡木曽町　「御岳ロープウェイ」及び隣接の黒沢御岳国有林
　　主　　催　　　●長野県、中部森林管理局、木曽町、（公財）長野県緑の基金、木曽郡緑化推進委員会、木曽森林組合

令和元年度ふるさとの森づくり県民の集い（第70回長野県植樹祭）を開催しました

【森林づくり推進課】



■ 2 ■

トピックス

【
上
田
地
域
振
興
局
】

【
佐
久
地
域
振
興
局
】

　

有
明
西
学
園
は
、
昨
年
四
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
な
ど
の
近
く
に
開
校
し
た
東
京
都

江
東
区
立
の
小
中
一
貫
九
年
制
の
義
務
教
育
学
校
で
、
五
階
建
て
校
舎
の
構
造
や
内
装
に

国
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
「
木
の
学
校
」
で
す
。
古
く
か
ら
木
を
扱
っ
て
き
た
江

東
区
の
「
木
場
」
の
文
化
を
発
信
す
る
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
、
昨
年
度
の
木
材
利
用
優

良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
と
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の
最
優
秀
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
校
舎
の
構
造
材
の
一
部
に
、
信
州
カ
ラ
マ
ツ
を
利
用
し
、
長
和
町
の
齋
藤
木
材
工

業
㈱
で
製
造
さ
れ
た
耐
火
集
成
材
「
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
縁
と

な
っ
て
、
学
園
と
長
和
町
が
「
有
明
西
学
園
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
推
進
協
定
」
を
本
年

三
月
に
結
び
ま
し
た
。
江
東
区
と
長
野
県
も
協
力
し
、
町
有
林
で
の
林
業
体
験
な
ど
を
毎

年
実
施
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

本
年
五
月
に
は
、
第
一
回
目
の
移
動
教
室
と
し
て
学
園
の
八
年
生（
中
学
二
年
生
）と
教

職
員
が
三
日
間
の
日
程
で
来
町
。
今
回
の
取
組
の
発
起
人
で
あ
る
学
園
の
本
多
健
一
朗
校

長
先
生
の
「
校
舎
で
使
わ
れ
た
木
の
ふ
る
さ
と
で
、
今
日
か
ら
ま
た
未
来
に
向
け
た
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
」
と
の
宣
言
を
受
け
、
生
徒
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
町
有
林
で
の
カ
ラ
マ

ツ
の
植
樹
や
齋
藤
木
材
工
業
㈱
の
集
成
材
工
場
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
久
平
総
合
技
術
高
等
学
校
の
演
習
林
は
、
大
径
材
の
カ
ラ
マ
ツ
林
が
大
半
を
占
め
、

高
校
生
が
実
習
で
活
用
で
き
る
森
は
少
な
く
、
主
伐
に
よ
る
木
材
の
収
穫
と
そ
の
更
新
が

長
年
の
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
林
業
就
業
体
験
が
で
き
る
森
を
造
る
た
め
、
地

元
の
森
林
組
合
の
協
力
の
下
、
昨
年
秋
か
ら
約
60
年
ぶ
り
に
カ
ラ
マ
ツ
の
主
伐
と
植
栽
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

伐
採
・
地
拵
え
の
森
林
施
業
は
、
南
佐
久
中
部
森
林
組
合
が
高
性
能
林
業
機
械
の
ハ
ー

ベ
ス
タ
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
使
っ
て
伐
採
作
業
を
行
い
、
作
業
の
合
間
に
生
徒
が
見
学
す
る

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
方
法
や
重
い
木
材
を
簡
単
に
伐
採
し
、

運
搬
す
る
姿
を
目
に
し
て
、「
機
械
の
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
が
す
ご
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

林
業
の
機
械
化
さ
れ
た
施
業
に
驚
き
、
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
春
に
は
、
学
生
自
ら
が
カ
ラ
マ
ツ
苗
の
植
栽
も
行
い
ま
し
た
。
農
業
科
新
一
年
生

百
二
十
名
を
中
心
に
、
唐
鍬
を
使
っ
て
植
え
ま
し
た
が
、
そ
の
日
の
目
標
は
一
ha
あ
る
伐

採
跡
地
に
、
三
千
本
の
カ
ラ
マ
ツ
の
苗
を
植
え
き
る
こ
と
。
農
業
の
畑
と
異
な
り
、
灌
木

の
根
や
石
な
ど
に
阻
ま
れ
て
、
な
か
な
か
目
印
の
位
置
に
穴
が
掘
れ
ず
に
苦
戦
の
連
続
で

し
た
が
、
生
徒
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
・
協
力
し
合
い
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
保
育
作
業
も
生
徒
の
実
習
と
し
て
行
い
ま
す
。
演
習
林
実
習
を
通
じ

て
、
様
々
な
経
験
を
積
み
上
げ
、
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
木
の
学
校
」の
生
徒
が「
木
の
ふ
る
さ
と
」で

 

移
動
教
室

　
　 

〜 

有
明
西
学
園
in
長
和
町 

〜

「
カ
ラ
マ
ツ
を
伐
っ
て
植
え
て
、
育
て
る
」

〜 

佐
久
平
総
合
技
術
高
校
の
取
組 

〜

丸太から集成材になるまでを熱心に見学

羽田町長も生徒と一緒に植樹

学園の生徒44名が初めての林業体験



■ 3 ■

トピックス

【
南
信
州
地
域
振
興
局
】

【
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
】

　

六
月
九
日（
日
）に
喬
木
村
氏
乗
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
メ
ン
マ
づ
く
り
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
天
竜
川
鵞
流
峡
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
伊
藤
氏
を

お
迎
え
し
、
会
の
活
動
で
、
竹
林
整
備
後
の
維
持
管
理
の
一
環
と
し
て
行
う
、

若
竹
の
収
穫
か
ら
塩
蔵
ま
で
の
メ
ン
マ
づ
く
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
、

南
信
州
地
域
内
か
ら
県
外
の
方
ま
で
約
七
十
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
竹
林
整
備

や
メ
ン
マ
づ
く
り
に

興
味
の
あ
る
方
が
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
事

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
末
に

は
、
塩
蔵
し
た
メ
ン

マ
の
味
付
け
講
習
会

を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

南
信
州
地
域
で

は
、
里
山
の
竹
を
資

源
と
し
て
使
い
な
が

ら
里
山
の
整
備
保
全

に
取
り
組
む
方
々
が

増
え
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　

　

当
地
域
で
は
平
成
二
十
年
か
ら
森
林
の
里
親
促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
企
業
二
社
か
ら
の
金
銭
的
援
助
に
加
え
、
社
員
と
そ
の
家
族
、
地
域
が
一

緒
に
森
林
整
備
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
る
こ
と
で
、
森
が
良
く
な
る
と

と
も
に
人
の
繋
が
り
も
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
の
中
、
当
地
は
昨
年
、
里
山
整
備
利
用
地
域
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
池
田
町
で
は
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
活
か
し
「
ハ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
取
り
組
む
中
で
、
森
林
体
験

を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
検
討
や
、
信
州
や
ま
ほ
い
く
の
場
と
し
て
森
林
を
活
用

し
て
お
り
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
森
林
税
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
幅
広
い
森

林
整
備
や
地
域
活
動
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
す
。
地
域
協
議
会
に
は
、
森
林
所

有
者
、
自
治
会
、
里
親
企
業
、
森
林
組
合
、
役
場
、
教
育
委
員
会
が
名
を
連
ね
、

中
で
も
地
域
の
森
林
を
熟
知
し
た
森
林
組
合
職
員
が
活
動
の
中
心
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
里
親
活
動
は
計
五
回
の
計
画
が
あ
り
、
春
の
植
栽
、
秋
の
間
伐

等
の
森
林
整
備
、
森
林
の
仕
組
み
や
管
理
の
方
法
、
機
械
の
安
全
な
使
い
方
、

木
工
体
験
、
き
の
こ
栽
培
な
ど
多
彩
で
す
。
そ
の
他
、
保
育
園
の
野
外
活
動
、

「
ハ
ー
バ
ル
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

利
活
用
が
加
わ

り
、
様
々
な
主

体
が
参
加
し
た

森
林
整
備
と
利

用
促
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

地
域
産
メ
ン
マ
づ
く
り
講
習
会
を

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た
！

「
森
林
の
多
面
的
利
用
に
向
け
て
」(

池
田
町
大
峰
高
原)

―
森
林
の
里
親
と
里
山
整
備
利
用
地
域
―

茹でる 塩蔵

やまほいく　森林教室

若竹収穫 皮むき・カット

森づくりボランティア隊
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長
野
県
で
は
、
小
海
県
有
林
の
森
林
整
備
箇

所
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
に
つ
い
て
、

Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
認
証
を
取
得
し
、
平

成
二
十
四
年
度
か
ら
県
内
外
の
企
業
・
団
体
へ

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
環
境
保
全
や
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
取
り
組
む
県
内
外
の
企
業
・
団
体
の

皆
様
に
御
購
入
い
た
だ
き
、
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ

セ
ッ
ト（
省
エ
ネ
活
動
で
は
ど
う
し
て
も
削
減

で
き
な
い
二
酸
化
炭
素
量
を
、
他
の
場
所
で
の

排
出
削
減
・
吸
収
量
で
オ
フ
セ
ッ
ト（
埋
め
合
わ
せ
）す
る
こ
と
）や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に

御
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

販
売
収
益
は
県
有
林
整
備
の
貴
重
な
財
源
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
三
十
年
度
の
七

年
間
で
約
三
〇
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

【
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
】

　
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
や
森
林
管
理
な
ど
に
よ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
・
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
国
が
認
証
す
る

制
度
で
す
。
認
証
を
受
け
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
市
場
流
通
性
を
持
ち
、
自
由
に
取

引
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

気
候
変
動
問
題
に
関
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
と
し
て
有
名
な
パ
リ
協
定
に
お

小
海
県
有
林
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
ご
紹
介CO2固定キャラクター ECOCO（ｴｺｺ） 

小海県有林 

い
て
は
、「
平
均
気
温
の
上
昇
を
二
度
よ
り
十
分
低
く
保
つ
」「
そ
の
た
め
に
、

二
十
一
世
紀
後
半
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
と（
森
林
な
ど
に
よ
る
）吸
収

量
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
」
と
い
う
世
界
共
通
の
長
期
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
企
業
経
営
に
お
い
て
も
、
気
候
変
動
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
対

策
は
必
須
の
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
気
候
変
動
対
策
の
具
体
的
手

段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
や
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の

活
用
が
あ
り
ま
す
。

【
県
内
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
ご
紹
介
】

　

県
内
で
も
、
森
林
整
備
の
資
金
調
達
の
方
法
と
し
て
、
ま
た
地
域
づ
く
り
の

一
つ
の
方
法
と
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
得
し
て
い
る
県
内
団
体
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
木
曽
町

　

平
成
二
十
七
年
三
月
二
三
日
登
録　
　

販
売
数
量　

三
〇
六
ト
ン
‐
Ｃ
Ｏ
２

○
根
羽
村
森
林
組
合

　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
二
日
登
録　
　

販
売
数
量　

二
〇
六
ト
ン
‐
Ｃ
Ｏ
２

　

今
後
も
、
カ
ー
ボ
ン･

オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
組
み
が
よ
り
広
が
る
と
と
も
に
、

Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
が
一
層
進
む
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

も
引
続
き
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

長
野
県
林
務
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
２
６
―
２
３
５
―
７
２
７
２

【
県
営
林
係
】

小海県有林Ｊ－クレジット・
Ｊ－ＶＥＲの販売状況
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第
２
回
・
第
３
回
狩
猟
免
許
試
験

　

  

初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

９
月
、
10
月
に
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
試
験
内
容
に
即
し
た
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

長
野
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
と
お
考
え
の
方
や
、
種
別
の
異

な
る
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
方
は
、
受
験
が
必
要
で
す
。

　

27
年
度
か
ら
「
網
猟
免
許
」
及
び
「
わ
な
猟
免
許
」
は
、
免
許
取
得
年
齢
が
引
き
下

げ
ら
れ
、
満
18
歳
以
上
の
方
か
ら
受
験
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

狩
猟
免
許
は
、
趣
味
と
し
て
の
楽
し
み
の
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
等
、
地
域
に
貢

献
す
る
有
意
義
な
資
格
で
す
。

　

受
験
・
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
地
域
振
興
局
林
務
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

○
試
験
及
び
講
習
会
日
程

　

左
の
日
程
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

第
２
回
試
験　

令
和
元
年
７
月
29
日（
月
）〜
８
月
９
日（
金
）ま
で

　

第
３
回
試
験　

令
和
元
年
９
月
２
日（
月
）〜
９
月
13
日（
金
）ま
で

　

長
野
県
林
業
大
学
校
で
は
、
左
記
の
日
程
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
施
設
を
見
た
り
、
先
輩
学
生
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
り
し
て
、
林
大
の
魅

力
を
実
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
学
生
・
生
徒
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
や
付
き

添
い
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日　

第
１
回　

令
和
元
年
８
月
２
日（
金
）

　
　
　
　
　

第
２
回　

令
和
元
年
８
月
24
日（
土
）

○
時

　
間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分（
受
付
９
時
よ
り
）

　
　
　
　
　

11
時
30
分
〜
、
寮
食
の
試
食
や
個
別
相
談

　
　
　
　
　

も
あ
り
ま
す
。（
希
望
者
）

○
内

　
容

　

・
学
校
説
明

　

・
Ｔ
Ｈ
Ｅ
林
大
体
験（
チ
ェ
ン
ソ
ー
体
験
・
山
の
測

　
　

量
体
験
・
ド
ロ
ー
ン
操
作
体
験
）

　

・
校
内
・
寮
の
見
学
な
ど
。

○
申
込
方
法
　【
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。】

　
　
　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
便
は
が
き
、

　
　
　

電
話
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
催
日
の
一
週
間

　
　
　

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　

参
加
日
、
お
名
前
、
ご
連
絡
先
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

　

林
大
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
お
知
ら
せ

長
野
県
林
業
大
学
校

〜
来
て
・
見
て
・
感
じ
て

　
長
野
林
大
を
体
感
〜

【
お
問
い
合
せ
先
】
長
野
県
林
業
大
学
校

　

〒
３
９
７
│
０
０
０
２

　
　

木
曽
郡
木
曽
町
新
開
４
３
８
５
│
１

　

電　

話　

０
２
６
４
‐
２
３
‐ 

２
３
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
４
‐
２
１
‐
１
０
５
８

　

E-m
ail ringyodai@

pref.nagano.lg.jp

　

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/ringyodai/index.htm

l

「
令
和
２
年
度
入
学
生
の

募
集
に
つ
い
て
」
を
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
「
入
試
情
報
」
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
上
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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令
和
元
年
６
月
26
日
、
長
野
県
Ｊ
Ａ

ビ
ル（
長
野
市
）で
長
野
県
造
林
協
会
通

常
総
会
及
び
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

本
協
会
は
80
の
会
員（
61
市
町
村
、

15
森
林
組
合
、
４
県
域
団
体
）に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
森
林
の
健
全
な
育
成
に

寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
ま
ず
、
平
成
30
年
度
の
業

　

令
和
元
年
６
月
18
〜
19
日
の
２
日

間
、も
く
り
ゅ
う
館（
安
曇
野
市
）に
て
、

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育（
主
催
・

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
）が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
現
場
に

お
け
る
作
業
員
の
安
全
及
び
指
導
・
監

督
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
は
、
Ｒ
Ｓ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
の

横
山
繁
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、
職
長
の

役
割
、
指
導
及
び
教
育
の
方
法
に
始
ま

り
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
作
業
の

改
善
方
法
、
作
業
手
順
の
定
め
方
、
災

害
発
生
時
に
お
け
る
措
置
、
災
害
事
例

研
究
な
ど
、
２
日
間
で
計
14
時
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
単
元
で
は
、
毎
回
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
、
日
々
の
業
務
の
経
験
を

基
に
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

受
講
者
に
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
で

定
め
ら
れ
た
「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任

者
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
基
づ
く
修

了
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

グループワークと発表

三木氏による講演

務
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
製

材
技
術
の
向
上
を
背
景
に
、
木
材
の
活

用
用
途
が
広
が
る
中
、
長
野
県
造
林
協

会
で
は
、
大
規
模
木
質
構
造
建
築
物
へ

の
活
用
や
、
木
質
化
し
た
空
間
の
人
間

へ
の
心
的
負
担
軽
減
効
果
等
に
つ
い
て

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
ほ
か
、
獣
害
と

松
く
い
被
害
の
現
状
や
防
除
対
策
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
推
進
等

林
業
施
策
に
つ
い
て
国
会
議
員
へ
の
要

請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
も
引

き
続
き
、
各
方
面
に
森
林
の
大
切
さ
と

林
業
の
役
割
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。そ
の
後
議
事
が
執
り
行
わ
れ
、

議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
の
上
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
信
州
大
学
農
学
部
助
教
の
三
木
敦

朗
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
地
域
の
森
林

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
〜
新
た
な
森

林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
本
格
始
動
を
受

け
て
〜
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
及

び
森
林
環
境
譲
与
税
の
可
能
性
と
、
活

用
す
る
上
で
の
課
題
や
留
意
点
に
は
じ

ま
り
、
佐
久
穂
町
の
小
中
学
校
に
お
け

る
森
林
教
育
の
事
例
な
ど
に
触
れ
な
が

ら
、
主
伐
の
時
代
を
迎
え
、
所
有
者
を

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
一
般
市
民
に
森

林
・
林
業
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
い
っ
た
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
種
多
様
な
森

林
を
有
す
る
長
野
県
に
お
い
て
は
、
多

様
性
に
富
ん
だ
森
林
管
理
が
求
め
ら
れ

る
と
い
っ
た
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
市
町
村
や
森
林

組
合
を
は
じ
め
と
し
た
林
業
事
業
体
の

役
割
が
期
待
さ
れ
る
中
で
、
示
唆
に
富

ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
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暑中お見舞い申し上げます

山

　口

　勝

　也

長
事
理

一
般
社
団
法
人

 

森
林･

林
業
の
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

緑
を
育
て
山
を
守
る

代
表
理
事

組

合

長

代
表
理
事

組

合

長

黒

澤

和

夫

弘

和

　

林髙

　田

　幸

　生

宮

　崎

　正

　毅

水

　本

　
　
　豪

藤

　原

　忠

　彦

宮

　
　
　宣

　敏

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
）二
八
五―

九
〇
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
）二
八
五―

九
〇
七
一

佐
々
木

　
　勝

代
表
理
事

組 

合 
長
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暑中お見舞い申し上げます

佐
久
森
林
林
業
振
興
会

役
職
員
一
同

木
曽
山
林
協
会

会

長

貴

舟

　
豊

役
職
員
一
同

松
本
地
域
森
林

　　　　林業
振
興
会

役
職
員
一
同

会
協
及
普
業
林
県
野
長

会

長

鮎

澤

光

昭

長
野
県
生
産
森
林
組
合

等
団
体
有
林
連
絡
協
議
会

下
伊
那
山
林
協
会

役
職
員
一
同

林

　
和

弘

長
野
県
造
林
協
会
長
野
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会

会

長

田

中

　
忠

役
職
員
一
同

諏
訪
地
域
森
林
づ
く
り

・
林
業
振
興
会

も

り

大
久
保

　憲

　一

会

長

林

　
和

弘

長
野
県
佐
久
市
田
口
一
〇
八
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
七
）
八
二―

三
〇
一
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
七
）
八
二―

九
八
〇
五
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暑中お見舞い申し上げます

長
野
県
小
県
郡
長
和
町
古
町
四
二
九
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
八
）
六
八―

三
五
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
八
）
六
八―

〇
二
〇
二

代
表
取
締
役
社
長

代
表
理
事

長
野
市
大
字
穂
保
字
中
ノ
配
三
四
二

宮

　澤

　
　
　遥

（
〇
二
六
五
） 

三
三―

三
三
六
一

長
社
役
締
取
表
代
株
式
会
社

株
式
会
社
飯
田
綜
合

　
　
　

  

木
材
セ
ン
タ
ー

長
野
県
飯
田
市
鼎
切
石
四
三
六
七
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
五
）
二
三―

二
二
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
五
）
二
三―

二
五
六
七

―
―
―

宮

崎

正

毅

瑞
穂
木
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

本
社
／
長
野
市
大
字
稲
葉
二
四
一
三―

三
長
野
林
友
ビ
ル

株
式
会
社南

佐
久
郡
佐
久
穂
町
大
字
平
林
一
二
一

　
（
〇
二
六
七
）
八
六―

四
三
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（ 

〃 

）
八
六―

五
五
四
四

代
表
取
締
役

☎所

長

竹

　内

　正
比
古

長
野
市
岡
田
町
三
〇
|
一
六

長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

☎
（
〇
二
六
）
二
二
七
|
六
一
八
五

長
野
市
稲
葉
中
千
田
沖
二
〇
四
〇―

二

（
〇
二
六
）
二
二
四―

八
七
一
〇

☎

所
長

長
野
市
中
御
所
岡
田
町
三
〇―

一
六

（
〇
二
六
）
二
一
七―

二
六
六
〇

信州の木認証合板で
地産地消の緑の循環

（本　　　 社） 06-6228-1401
（北陸営業所） 0767-52-4376

針葉樹合板のパイオニア

林ベニヤ産業株式会社
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暑中お見舞い申し上げます

事
理
表
代

役
職
員
一
同

長
合
組 代

表
理
事

組

合

長

役
職
員
一
同

中

山

稿

一

松
く
い
虫
防
除
シ
ー
ト
は

ま
つ
の
じ
ょ
う

地
球
に
や
さ
し
い

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
の

く
ん
蒸
用
被
覆
シ
ー
ト

グリーンプラマーク取得 立
木
買
取
り
・
生
産
販
売
・
支
障
木
処
理

特
殊
材
注
文
販
売
・
産
業
廃
棄
物
処
分
業

木
材
森
林
整
備
認
定
事
業
体

平
澤
林
産
有
限
会
社

長
野
県
伊
那
市
西
春
近
四
一
〇
五
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
五
）
七
八―

二
二
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
五
）
七
六―

五
七
七
五

松
本
市
岡
田
下
岡
田
七
七
四―

一

（
〇
二
六
三
）八
七―

五
三
六
一

髙
遠
興
産

代
表
取
締
役

林

　
敏

行

0268-23-2135　FAX0268-23-2153

0263-77-8863　FAX0263-77-8893

有
限
会
社

オ
ガ
サ
ワ
ラ
林
業

代表取締役 田中 髙德

損害保険代理店・環境事業計画施工・墓石

おてんま傷害保険
生産森林組合･集落等の作業従事中  傷害補償制度

長野県長野市中御所岡田町30－16
ＴＥＬ ０２６（２６７）６６３６  ＦＡＸ ０２６（２２６）２２２５

管理下中における傷害のみ補償特約付帯普通傷害保険

株式会社 モリレン長野

ウ
ッ
ド
レ
リ
ー
フ
製
作
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暑中お見舞い申し上げます

◆お問合せ
長野森林組合　鬼無里事業所
〒381－4301長野市鬼無里2552番地
TEL：026－256－2233　
FAX：026－256－2234

長野森林組合  お中元のご案内
鬼無里の食品工場で製造した、地元・国産原料を使用し、合成化学調味料
など不使用の安全･安心な詰合せはいかがですか。

＊直送やのし対応も可能ですので、
　お気軽にお問合せ下さい。

ご飯大好きセット
（他にも各種ございます）

本部事務所（製品）荻原事務所（原木）坂下事務所（原木）国有林土場等活用委託販売市売日
特選材市
８月24日（土）

８月27日（火） ８月 6日（火）
８月26日（月）

８月20日（火）

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

 2019　第52回木材まつり　産地特選優良製品展示即売会
７月27日（土）　セリ　売出し８時50分
（木之霊神社例祭　8時10分）　　出品500㎥　保証金10万

国有林土場等活用委託市
坂下事務所 中元謝恩市
高国木曽ひのき（東濃）初出荷記念
荻 原 事 務 所

７月23日（火）
７月24日（水）

７月30日（火）

開札 10時30分
入札開札13時
保 証 金10万｝

製 品

原 木

８月の市売りのご案内

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com
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